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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年4月24日(2008.4.24)
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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月5日(2008.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに積み重ねられた複数の光導波路を有し、それらの各第１の端部が入口面を画成し
、それらの反対側の各端部が出口面を画成する光学パネルと、
　前記出口面上に表示するために前記入口面を横切って外側に向けて画像ビームを投射す
るための投射器と、
　前記投射器と前記入口面との間に光学的に整列された、前記画像ビームを結像させるた
めの結像装置と、
　前記出口面上の内側に向かう光スポットの位置を検出するために前記複数の導波路のう
ちのいくつかのみを架橋する少なくとも１つの光検出器と、
　前記結像装置及び前記少なくとも１つの検出器に動作可能に結合されたコントローラで
あって、前記結像装置を制御して、前記検出されたスポットの位置に対応する位置におい
て前記出口面上に可視インジケータを表示させるように構成されたコントローラと、
を有し、
　前記少なくとも１つの検出器は、前記出口面上の一部においてのみ前記仮想ターゲット



(2) JP 2007-504492 A5 2008.4.24

を規定するように前記複数の導波路のうちのいくつかのみを架橋し、前記検出されたスポ
ットの位置は専ら前記ターゲット内に位置することを特徴とするディスプレイシステム。
【請求項２】
　前記コントローラは更に、前記結像装置を制御して、前記検出されたスポットの位置に
対してずらされた前記出口面上の位置に前記インジケータを表示させるように構成されて
いることを特徴とする請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項３】
　前記コントローラは更に、前記結像装置を制御して、前記検出されたスポットの位置に
応じて前記ターゲットの外側にある前記出口面上の位置に前記インジケータを表示させる
ように構成されていることを特徴とする請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項４】
　前記ターゲットは、前記出口面よりも面積が小さく、前記コントローラは更に、前記検
出されたスポットの位置から相応に広げられた位置において前記出口面上に前記インジケ
ータを配置させるように構成されていることを特徴とする請求項１に記載のディスプレイ
システム。
【請求項５】
　前記ターゲットは、前記出口面よりも小さいスケールとされ、前記コントローラは更に
、前記検出されたスポットの位置から相応にスケールがより大きくされた位置において前
記出口面上に前記インジケータを配置させるように構成されていることを特徴とする請求
項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項６】
　前記コントローラは更に、前記結像装置を制御して、前記出口面上にメニューを付加的
に表示させ、又前記ターゲット内での前記スポットの移動に応じて、前記メニュー上に前
記インジケータを配置させるように構成されていることを特徴とする請求項１に記載のデ
ィスプレイシステム。
【請求項７】
　更に、前記スポットとして前記ターゲット内に配置するために前記出口面に向けて光ビ
ームを放射するように構成されたリモートポインタを有することを特徴とする請求項１に
記載のディスプレイシステム。
【請求項８】
　前記リモートポインタから放射された前記光ビームは、赤外光を含むことを特徴とする
請求項７に記載のディスプレイシステム。
【請求項９】
　前記出口面は、実質的に前記入口面と平行であることを特徴とする請求項１に記載のデ
ィスプレイシステム。
【請求項１０】
　前記インジケータは、可視カーソルの形態であることを特徴とする請求項１に記載のデ
ィスプレイシステム。
【請求項１１】
　更に、前記ターゲット内に配置される補助的な画像を形成する複数の前記光スポットを
有し、前記補助的な画像に対応する拡大された画像が前記出口面上に前記ターゲットの面
積よりも大きな面積で表示されることを特徴とする請求項１に記載のディスプレイシステ
ム。
【請求項１２】
　前記複数の導波路の各々は、前記パネルの幅にわたって水平に延在しており、前記複数
の導波路は、前記パネルの高さ方向に沿って垂直に互いに積み重ねられており、前記少な
くとも１つの検出器は、前記出口面上に前記ターゲットを規定するように前記パネルの高
さ方向に沿って前記複数の導波路のうちのいくつかのみを架橋することを特徴とする請求
項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項１３】



(3) JP 2007-504492 A5 2008.4.24

　前記少なくとも１つの検出器は、前記パネルの１つの縁部に沿って前記パネルを架橋す
ることを特徴とする請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの検出器は、一対の前記検出器を有しており、該一対の前記検出器
は、前記パネルの向かい合う各縁部に沿って前記パネルを架橋することを特徴とする請求
項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの検出器は、前記パネルの１つの縁部に沿って前記パネルの中間部
のみを架橋しており、前記パネルの前記中間部は、前記パネルの最上部及び最下部より内
側であることを特徴とする請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの検出器は、一対の前記検出器を有しており、該一対の前記検出器
は、前記パネルの向かい合う各縁部に沿って前記パネルの中間部のみを架橋しており、前
記パネルの前記中間部は、前記パネルの最上部及び最下部より内側であることを特徴とす
る請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項１７】
　更に、前記スポットの相対強度を比較して前記ターゲット内でのその横方向の位置を判
定するために、前記一対の検出器に動作可能に結合された比較器を有することを特徴とす
る請求項１６に記載のディスプレイシステム。
【請求項１８】
　前記複数の検出器は、前記ターゲット内での前記スポットの横断方向の位置を判定する
ために、前記複数の導波路を横切って延在する直線状フォトダイオードアレイを有し、前
記スポットの前記横断方向の位置は、前記フォトダイオードアレイにおける前記各フォト
ダイオードの位置に対応することを特徴とする請求項１７に記載のディスプレイシステム
。
【請求項１９】
　前記各導波路は、リボンの形態であることを特徴とする請求項１に記載のディスプレイ
システム。
【請求項２０】
　前記内側に向かう光スポットは、前記出口面上のスポットを、指、掌、ペンシルイレイ
ザー、スタイラス及び紙から成る群から選択される少なくとも１つのカバー要素で覆うこ
とによって形成されることを特徴とする請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項２１】
　前記カバー要素は、前記画像ビームの少なくとも一部を少なくとも１つの導波路を通し
て内側に向けて反射させ、これにより前記内側に向かう光スポットを提供することを特徴
とする請求項２０に記載のディスプレイシステム。
【請求項２２】
　前記カバー要素は、前記画像ビームの少なくとも一部を隣接する導波路内へと反射させ
、これにより前記内側に向かう光スポットを提供することを特徴とする請求項２０に記載
のディスプレイシステム。
【請求項２３】
　前記カバー要素は、前記出口面に接触することを特徴とする請求項２０に記載のディス
プレイシステム。
【請求項２４】
　前記カバー要素は、前記出口面から離間していることを特徴とする請求項２０に記載の
ディスプレイシステム。
【請求項２５】
　互いに積み重ねられた複数の光導波路を有し、それらの各第１の端部が入口面を画成し
、それらの反対側の各端部が出口面を画成する光学パネルを有するディスプレイシステム
に双方向性を与える方法において、
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　前記出口面上に表示するために前記入口面を横切って外側に向けて画像ビームを投射す
ること、
　前記投射された画像ビームを結像させること、
　内側に向かう光スポットの前記出口面上の位置を検出すること、ここで、前記検出され
たスポットの位置は、専ら仮想ターゲット内の前記出口面上に位置し、前記ターゲットは
、前記出口面上の一部にのみあること、及び
　前記検出されたスポットの位置に対応する位置において前記出口面上に可視インジケー
タを表示すること、
を含み、
　前記インジケータは、前記検出されたスポットの位置に対してずらされた前記出口面上
の位置に表示されることを特徴とする前記ディスプレイシステムに双方向性を与える方法
方法。
【請求項２６】
　互いに積み重ねられた複数の光導波路を有し、それらの各第１の端部が入口面を画成し
、それらの反対側の各端部が出口面を画成する光学パネルを有するディスプレイシステム
に双方向性を与える方法において、
　前記出口面上に表示するために前記入口面を横切って外側に向けて画像ビームを投射す
ること、
　前記投射された画像ビームを結像させること、
　内側に向かう光スポットの前記出口面上の位置を検出すること、ここで、前記検出され
たスポットの位置は、専ら仮想ターゲット内の前記出口面上に位置し、前記ターゲットは
、前記出口面上の一部にのみあること、及び
　前記検出されたスポットの位置に対応する位置において前記出口面上に可視インジケー
タを表示すること、
を含み、
　前記インジケータは、前記検出されたスポットの位置に応じて前記ターゲットの外側に
ある前記出口面上の位置に表示されることを特徴とする前記ディスプレイシステムに双方
向性を与える方法。
【請求項２７】
　互いに積み重ねられた複数の光導波路を有し、それらの各第１の端部が入口面を画成し
、それらの反対側の各端部が出口面を画成する光学パネルを有するディスプレイシステム
に双方向性を与える方法において、
　前記出口面上に表示するために前記入口面を横切って外側に向けて画像ビームを投射す
ること、
　前記投射された画像ビームを結像させること、
　内側に向かう光スポットの前記出口面上の位置を検出すること、ここで、前記検出され
たスポットの位置は、専ら仮想ターゲット内の前記出口面上に位置し、前記ターゲットは
、前記出口面上の一部にのみあること、及び
　前記検出されたスポットの位置に対応する位置において前記出口面上に可視インジケー
タを表示すること、
を含み、
　前記ターゲットは、前記出口面よりも面積が小さく、前記インジケータは、前記検出さ
れたスポットの位置から相応に広げられた位置において前記出口面上に配置されることを
特徴とする前記ディスプレイシステムに双方向性を与える方法。
【請求項２８】
　互いに積み重ねられた複数の光導波路を有し、それらの各第１の端部が入口面を画成し
、それらの反対側の各端部が出口面を画成する光学パネルを有するディスプレイシステム
に双方向性を与える方法において、
　前記出口面上に表示するために前記入口面を横切って外側に向けて画像ビームを投射す
ること、
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　前記投射された画像ビームを結像させること、
　内側に向かう光スポットの前記出口面上の位置を検出すること、ここで、前記検出され
たスポットの位置は、専ら仮想ターゲット内の前記出口面上に位置し、前記ターゲットは
、前記出口面上の一部にのみあること、及び
　前記検出されたスポットの位置に対応する位置において前記出口面上に可視インジケー
タを表示すること、
を含み、
　前記ターゲットは、前記出口面よりも小さいスケールとされ、前記インジケータは、前
記検出されたスポットの位置から相応にスケールがより大きくされた位置において前記出
口面上に配置されることを特徴とする前記ディスプレイシステムに双方向性を与える方法
。
【請求項２９】
　更に、
　前記出口面上にメニューを表示すること、及び
　前記ターゲット内での前記スポットの移動に応じて前記メニュー上に前記インジケータ
を配置すること、
を含むことを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項３０】
　更に、前記スポットとして前記ターゲット内に配置するために前記出口面に向けて光ビ
ームを放射することを含むことを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項３１】
　前記放射された光ビームは、赤外光を含むことを特徴とする請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記出口面は、実質的に前記入口面と平行であることを特徴とする請求項２５に記載の
方法。
【請求項３３】
　前記インジケータは、可視カーソルの形態であることを特徴とする請求項２５に記載の
方法。
【請求項３４】
　互いに積み重ねられた複数の光導波路を有し、それらの各第１の端部が入口面を画成し
、それらの反対側の各端部が出口面を画成する光学パネルを有するディスプレイシステム
に双方向性を与える方法において、
　前記出口面上に表示するために前記入口面を横切って外側に向けて画像ビームを投射す
ること、
　前記投射された画像ビームを結像させること、
　内側に向かう光スポットの前記出口面上の位置を検出すること、ここで、前記検出され
たスポットの位置は、専ら仮想ターゲット内の前記出口面上に位置し、前記ターゲットは
、前記出口面上の一部にのみあること、及び
　前記検出されたスポットの位置に対応する位置において前記出口面上に可視インジケー
タを表示すること、
　前記ターゲット内に配置された補助的な画像を形成すること、及び
　前記補助的な画像に対応する拡大された画像を前記出口面上に前記ターゲットの面積よ
りも大きな面積で表示すること、
を含むことを特徴とする前記ディスプレイシステムに双方向性を与える方法。
【請求項３５】
　前記複数の導波路の各々は、前記パネルの幅にわたって水平に延在しており、前記複数
の導波路は、前記パネルの高さ方向に沿って垂直に互いに積み重ねられていることを特徴
とする請求項２５に記載の方法。
【請求項３６】
　前記ターゲットは、前記パネルの中間部にのみ配置され、前記パネルの前記中間部は、
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前記パネルの最上部及び最下部より内側であることを特徴とする請求項２５に記載の方法
。
【請求項３７】
　更に、前記スポットの相対強度を比較して前記ターゲット内でのその横方向の位置を判
定することを含むことを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項３８】
　更に、前記ターゲット内での前記スポットの横断方向の位置を判定することを含むこと
を特徴とする請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
　前記各導波路は、リボンの形態であることを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項４０】
　更に、前記外側に向かう画像ビームの少なくとも一部を前記出口面において反射させて
、前記内側に向かう光スポットを形成することを含むことを特徴とする請求項２５に記載
の方法。
【請求項４１】
　前記反射は、前記出口面上のスポットを、指、掌、ペンシルイレイザー、スタイラス及
び紙から成る群から選択される少なくとも１つのカバー要素で覆うことによって引き起こ
されることを特徴とする請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　前記カバー要素は、前記画像ビームの少なくとも一部を隣接する導波路内へと反射させ
、これにより前記内側に向かう光スポットを提供することを特徴とする請求項４１に記載
の方法。
【請求項４３】
　前記カバー要素は、前記出口面に接触することを特徴とする請求項４１に記載の方法。
【請求項４４】
　前記カバー要素は、前記出口面から離間していることを特徴とする請求項４１に記載の
方法。
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